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内容の要旨及び審査の結果の要旨
細菌性膀胱炎の動物実験モデルは多数報告されており，その発症の第１段階として細菌の膀胱上皮への付着が重要
であることが知られているが，ＣＤ"cZidα膀胱炎については未だ確立された動物実験モデルはなく，発症機序について
もほとんど解明されていない。本研究では尿流停止と膀胱上皮傷害を有するラットを用いてCCzM伽膀胱炎モデルを
作成し，そのモデルを用いてCtmd肋の付着に関与する因子について検討した。菌株はOa7zdjd[zaJ6jca7zsKD14株を
用いた。膀胱炎は，Cmzdidα細胞0.2×106コロニー形成単位を含む菌液021Ｍを，前処置を施さないラット（ウイスター
系，雌）（Ｃ群)，両側尿管および尿道を結紮したラット（Ｌ群)，さらに塩酸処置を追加したラット（LH群）へ経膀
胱的に接種することにより作成した。菌接種１，６，２４，４８時間後に膀胱を摘出し，光学顕微鏡（光顕)，走査型電
子顕微鏡（電顕)，透過型電顕にて観察した。ムチン層は膀胱にルテニウムレッド染色を施し，走査型電顕で観察し
た。フィブリノーゲンおよびフィブロネクチンの免疫組織染色は標識ストレプトアビジンビオチン法で行った。研究
成果は以下の如く要約される。
１）Ｃ，Ｌ群では軽度の急性炎症所見ならびに少数の酵母型菌の付着が観察されたが，明らかなCb"dZaα膀胱炎は
成立しなかった。２）、群では炎症所見が高度で，菌の付着はＣ，Ｌ群と比較して多く，さらに菌糸型菌の膀胱壁
内への侵入やＣＤ"｡』｡(z球体の形成が認められた。３）透過型電顕にて菌体細胞壁最外層の小突起が上皮細胞に付着し
ている所見が得られた。４）ルテニウムレッド染色した正常膀胱とＣ，Ｌ群の膀胱上皮表面にムチン層と考えられる
頚粒状物質が認められたが，ＬＨ群ではほとんど認められなかった。５）フィブロネクチンの免疫組織染色では，ＬＨ
群の菌が付着している上皮脱落部が強陽性であり，フィブリノーゲンの免疫組織染色では，ＬＨ群の上皮に付着して
いる菌の周囲のみが染色陽性であった。
以上よりＬＨ群はCmzcZ幼膀胱炎の実験モデルとして有用であること，およびＣＤ"djdqの付着に菌体細胞壁の小突起
上皮のムチン層，フィブロネクチンやフィブリノーゲンが関与することが示唆された。
本研究はCD7zdZdα膀胱炎の病態解明に新知見を付与したものであり，尿路感染症学に寄与する価値ある研究と評価
された。
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